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概概要要 
 
本研究では，ベトナム語を母語とする日本語L2 学習者

が日本語の歯擦音をどのように区別して発話するのか，

音響分析により調査した．その結果，学習者はCoG と

F2 の一方，または両方を用いて日本語の歯擦音を区別

することが分かった．また学習者は，日本語の ɕ とベ

トナム語の ʂ の音の区別を行っており，その区別の方

法は学習者により異なり，CoG を用いる学習者と F2 を

用いる学習者，そして両方を用いる学習者いることが

分かった． 
 
キーワード：第二言語習得，音声習得，歯擦音 

1. はじめに 

日本語とベトナム語はどちらも無声歯擦音が２つ存在

する言語である．日本語では，無声の歯擦音として [s] 
と [ɕ] が存在し，ベトナム語では [s] と [ɕ] が存在す

る．以下の図1（Flemming  (2018) を改編）で示すよう

に，これらの歯擦音は音響的には摩擦音のエネルギー

の重心の周波数帯域である CoG（Center of Gravity）と，

後続母音の最初のF2（第2フォルマントの周波数）によ

って区別されているという．  
 

 
図 1  ベトナム語と日本語に表れる歯擦音のCoG およ

び F2 値（Flemming, 2018 を改編） 
 

日本語での [s] と [ɕ] の音響的な分布を確認するた

め，2 名の日本語母語話者による [s]，[ɕ]（後続母音は 

[a] ）の 15 回分の発話の CoG と F2 を計測した．以下

の図2と3は，その分布をグラフに表したものである． 

図 2 日本語母語話者のCoG の分布 
 

図 3 日本語母語話者の F2 の分布 
 
話者により CoG と F2 の分布範囲は異なるものの，[ɕ]
よりも [s] でCoG が高く（図 2），F2 の値については 
[ɕ] の方が [s] よりも高いことがわかる (図 3)． 
ベトナム語にも日本語と同じく2つの無声歯擦音があ

る．一つは日本語にも存在する [s] であり，もう一つは
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反り舌音の [ʂ] である．これらの 2 音は Flemming によ

れば主にCoG で区別されるという（図 1）． 
 本研究は，ベトナム語母語話者が，母語（L1）と同じ

ように 2 つの無声歯擦音を持つ日本語を第二言語（L2）
として習得した場合，日本語の歯擦音の 2 つをどのよ

うに音響的に区別されるのかを調査するものである．

川﨑ら（2023）の研究では，2 名のベトナム語を母語と

する上級日本語学習者 2 名の 3 回分の発話を分析する

予備調査を行った．その結果，日本語発話では 2 つの

歯擦音がCoGにより区別されているとの結果が得られ

た．本研究では，7 名のベトナム語母語話者によるベト

ナム語および日本語の歯擦音を含む語のそれぞれ15回
分の発話を録音し，ベトナム語を母語とする日本語学

習者が，日本語の歯擦音をどのように区別し，その発話

の音響的な分布がどのようなものかを調査した． 
 日本語の 2 つの歯擦音は，CoG と F2 の両方で区別

されている一方で，ベトナム語にある 2 つの歯擦音 [s， 
ʂ] は主に CoG で区別されると先行研究では示されて

いる（図 1）．ベトナム語母語話者が日本語を習得する

際には，L1 と同様に CoG のみを用いて 2 音を区別す

るのか，それともより音響的に明確な区別をするため，

F2 のディメンションをも利用した区別を行うのかを明

らかにすることが本研究の目的であった． 
 日本語の習得が進んでいない段階では，L2 の日本語

の [ɕ] に対してL1 のベトナム語の [ʂ] が代用され，ベ

トナム語と日本語の [s]，ベトナム語の [ʂ] と日本語の 
[ɕ] の音響的特徴が類似したものとなり，CoG のみによ

る区別がなされるのではないか．そしてL2 の学習が進

んだ後，ベトナム語と日本語の歯擦音の違いを獲得し

た学習者は，ベトナム語の 2 つの歯擦音の場合とは異

なり，日本語の [ɕ] を CoG のみならず F2 でも区別し

て発話するようになるのではないかと考えた． 

2. 方法 

本研究では，ベトナム語を母語とする日本語L2 学習者

を参加者とした発話実験を行った．実験では日本語の

フレーム文に入れた日本語の[s，ɕ] を含む語の発話，ベ

トナム語のフレーム文に入れたベトナム語の [s，ʂ] を
含む語の発話をそれぞれ 15 回分録音した．実験に使用

した刺激語は ViCVi の形の無意味語とし，そのうち，

aCa の形の語を分析対象とした．収録した音声は， 
Jongman et al (2000) での方法を参考に歯擦音部分の

CoG と子音に後続する母音の先頭の F2 を計測した． 

3. 結果 

日本語の s，ɕ ベトナム語の s，ʂ の発話部分を同定し，

それぞれの CoG と F2 の計測結果を話者ごとにグラフ

に表したものが図 4 および図 5 である． 
 

 
図 4 ベトナム語母語話者によるベトナム語 [s，ʂ]と 

日本語 [s，ɕ] の歯擦音のCoG 値 
 

 
図 5 ベトナム語母語話者によるベトナム語 [s，ʂ]と 

日本語 [s，ɕ] の歯擦音の F2 値 
 
 図 4 から，ベトナム語の歯擦音の区別は主にCoG で

なされていることが分かる．参加者V4 を除き，7 名中

6 名でベトナム語の s と ʂ の CoG，および F2 の分布

に違いが見られた．V4 では CoG による区別は見られ
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なかったものの，F2 では違いが見られ，s と ʂ の区別

が F2 によりなされていることがうかがえる．一方で，

F2 での 2 音の分布が安定せず，重なりがみられる V3
では，ベトナム語の 2 音はCoG で明確に区別されてい

ることが分かる．このようにベトナム語の2音のCoG，

F2 の分布から，ベトナム語母語話者の s と ʂ の区別

は CoG か F2 の少なくともいずれかによりなされてい

るようである．さらに，ベトナム語母語話者によるL2
日本語発話での s と ɕ の音響的特徴を比較したとこ

ろ，どの学習者も CoG か F2 のいずれかで 2 音の区別

がなされていることが分かった．このことは，どの学習

者も日本語の 2 音を異なる音として発話していること

を示している． 
次に日本語発話において、ɕ がベトナム語の ʂ で

代用されているのかを確認するため，図 6 および図 7
にて ɕ と ʂ のCoG および F2 を比較した． 

 

 
図 6 ベトナム語母語話者によるベトナム語 [ʂ]と 

日本語 [ɕ] の歯擦音のCoG 値 
 
 
比較の結果、ɕ と ʂ はCoG，F2 のいずれかで区別され

ていたことがわかった．本研究では，ベトナム語を母語

とする日本語 L2 学習者は，学習の初期段階では L2 音

の ɕ をL1 音の ʂ で代用するが、次の習得段階では母語

で利用しているCoG で日本語の ɕ との区別を行うので

はないかと考えた． 
 
 
 

 
図 7 ベトナム語母語話者によるベトナム語 [ʂ]と 

日本語 [ɕ] の歯擦音の F2 値 
 
そしてそれに次いで，F2 による区別も行われるよう

になるのではないかと予想した．しかし，学習者の中に

は CoG のみで 2 音を区別している学習者も(V1，V3)，
F2 のみで区別している学習者も（V2，V4，V5，V7），

そして両方で区別している学習者も見られた（V6）．

音響分析の結果，ベトナム語の s と ʂ の区別は必ずし

も CoG のみによって行われるのではなく， CoG と F2
の両方で異なる分布を見せる話者が多く見られた．ベ

トナム語母語話者はCoG，F2 の両方のディメンション

で歯擦音を区別していることが示され，日本語の ɕ の
習得においても両方が利用されていることがわかった． 
本研究では，ベトナム語を母語とする日本語 L2 学習

者が日本語の歯擦音をどのように区別して発話するの

か，音響分析を行い調査した．その結果，学習者はCoG
と F2 のどちらを用いて傾向にあることが分かった．さ

らに，ベトナム語母語話者は，日本語の ɕ とベトナム

語の ʂ の区別を行っており，その区別の方法は学習者

により異なり，CoG を用いる学習者と F2 を用いる学習

者，そして両方を用いる学習者いることが分かった． 
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